
 

一
般
質
問 

◎
９
月
議
会
で
は
11
人
が 

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

◎
本
紙
面
で
は
、
私
の
一
般
質
問

に
関
し
て
、
詳
細
に
ふ
れ
て
い

き
ま
す
。 

  

▼
認
定
外
道
路
補
助
金
の
拡
充
を 

 

山
﨑
裕
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２
０
１
９
年
度
（
令

和
元
年
度
）
か
ら
２
０
２
１
年
度

（
令
和
３
年
度
）
ま
で
の
直
近
３

年
間
の
各
年
度
に
お
い
て
、
町
認

定
外
道
路
等
整
備
事
業
補
助
金
を

受
け
て
、
整
備
さ
れ
た
認
定
外
道

路
等
の
件
数
と
補
助
金
交
付
額
は
。 

町
長 

令
和
元
年
度
は
11
件
で

３
８
４
万
円
、
令
和
２
年
度
は
９

件
で
約
３
３
８
万
円
、
令
和
３
年

度
は
14
件
で
約
４
７
３
万
円
の

補
助
金
の
交
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

住
宅
団
地
が
あ
る

区
・
自
治
会
は
、
認
定
外
道
路
等

の
延
長
が
比
較
的
、
長
い
傾
向
に

あ
る
が
、
住
宅
団
地
内
を
縦
横
断

す
る
道
路
は
、
良
好
な
状
態
に
保

持
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。 

課
長 

区
等
管
理
の
住
宅
団
地
内

の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
計
画
的
に

補
助
金
を
活
用
し
た
補
修
を
実
施

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
補
修
が
必
要
な
箇
所
が
各
所
で

み
ら
れ
る
た
め
、
良
好
に
保
持
し

て
い
く
こ
と
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 
小
さ
な
ひ
び
割
れ
な

ど
の
損
傷
か
ら
始
ま
り
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
表
層
面
が
剥
が
れ
、
さ
ら

に
傷
ん
だ
舗
装
上
を
車
が
走
行
す

る
こ
と
で
、
損
傷
が
舗
装
下
の
砕

石
層
に
達
し
、
穴
（
ポ
ッ
ト
ホ
ー

ル
）
が
深
く
、
大
き
く
進
行
し
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
道
路
の
危
険

性
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
点
が
指
摘
で
き
る
か
。 

課
長 

一
度
、
路
面
に
ひ
び
割
れ

が
生
じ
ま
す
と
、
短
期
間
で
ポ
ッ

ト
ホ
ー
ル
が
生
じ
る
た
め
、
日
常

利
用
の
運
転
者
で
も
気
が
付
き
に

く
く
、
ま
た
、
小
さ
な
穴
で
も
深

さ
が
深
い
も
の
も
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
車
両
等
の
損
傷
だ
け
で
な
く
、

二
輪
車
両
や
歩
行
者
の
転
倒
の
危

険
性
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
対
向

車
を
巻
き
込
む
よ
う
な
事
故
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
高
ま
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

予
算
１
０
０
万
円
で
、

路
面
の
随
所
が
著
し
く
傷
ん
だ
舗

装
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
部
分
を

撤
去
し
、
新
し
く
施
工
し
な
お
し

た
場
合
、
幅
員
３
・
０
ｍ
の
道
路

で
換
算
す
れ
ば
、
お
よ
そ
何
ｍ
程

度
の
整
備
が
可
能
か
。 

課
長 

業
者
や
現
場
に
も
よ
り
ま

す
が
、
昨
年
度
の
実
績
で
は
、
幅

員
３
・
０
ｍ
の
道
路
換
算
で
約
65

ｍ
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

山
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地
域
住
民
の
生
活
環

境
の
向
上
に
い
っ
そ
う
寄
与
し
て

い
く
た
め
に
も
、
現
行
の
事
業
費

の
２
分
の
１
（
＝
補
助
率
50
％
）

以
内
、
補
助
上
限
額
50
万
円
か
ら
、

同
補
助
金
の
補
助
率
お
よ
び
補
助

上
限
額
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

幅
員
ご
と
に
、
区
分
（
階
層
）
を

設
け
て
、
引
き
上
げ
、
認
定
外
道

路
等
の
整
備
を
促
進
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。 

町
長 
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
ま
す
。
府
下
26
市

町
村
の
約
半
数
で
、
同
様
の
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
考
慮
し
、

50
％
以
上
の
補
助
率
を
設
け
て

い
る
市
町
村
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
状
況
も
鑑
み
て
、
補
助
金

の
利
用
状
況
や
申
請
内
容
を
改
め

て
確
認
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

整
備
促
進
に
つ
な
が
る
か
、
研
究

課
題
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 
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区
等
の
集
会
所
・
公

民
館
あ
る
い
は
避
難
所
な
ど
の
施

設
を
結
ぶ
幹
線
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
認
定
外
道
路
等
に
つ
い

て
、
同
補
助
金
の
補
助
率
お
よ
び

補
助
上
限
額
を
引
き
上
げ
、
整
備

を
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
は
。 

町
長 

中
央
部
分
の
幹
線
道
路
で

も
あ
り
、
非
常
に
使
用
頻
度
が
高

い
わ
け
で
す
の
で
、
こ
の
提
案
に

つ
い
て
も
、
今
後
の
研
究
課
題
と

し
て
い
き
ま
す
。 

 

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
機
器
導
入
を 

加
味
し
た
育
英
金
の
拡
充
を  

山
﨑
裕
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本
年
４
月
よ
り
、
府

立
高
校
な
ど
に
お
い
て
も
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
機
器

を
活
用
し
た
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。

多
く
の
高
校
で
推
奨
さ
れ
る
ｉ
Ｐ

ａ
ｄ
の
購
入
ほ
か
導
入
費
用
一
式

は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
。 

教
育
長 

標
準
的
な
も
の
で
約
７

万
円
程
度
と
承
知
し
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
ほ
か
の

導
入
に
あ
た
っ
て
の
府
教
育
委
員

会
の
負
担
軽
減
措
置
の
概
要
は
。 

教
育
長 

保
護
者
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
対
象
と
な
る
本
体
購
入

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
と
住

民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
た

制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

学
習
端
末
の
貸
与
制
度
や
学
習
端

末
の
購
入
を
含
め
、
高
校
の
修
学

に
必
要
な
資
金
を
無
利
子
で
貸
与

す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。 

山
﨑
裕
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高
校
（
高
専
）
生
に

と
っ
て
、
学
校
や
家
庭
で
使
う
Ｉ

Ｃ
Ｔ
端
末
機
器
ほ
か
へ
の
支
出
は
、

学
習
・
勉
学
に
要
す
る
費
用
に
該

当
す
る
と
思
料
す
る
が
、
町
教
育

委
員
会
と
し
て
の
判
断
は
。 

教
育
長 

府
を
は
じ
め
各
種
支
援

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

文
具
あ
る
い
は
辞
書
と
同
様
、
授

業
料
以
外
の
学
資
に
該
当
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
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町
育
英
金
は
、
高
校

無
償
化
に
伴
い
、
２
０
１
２
年
度

（
平
成
24
年
度
）
よ
り
、
高
校
（
高

専
）
生
に
つ
い
て
は
、
半
額
６
万

円
以
内
の
支
給
と
し
て
い
る
。
来

年
度
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
機
器
ほ

か
の
費
用
も
加
味
し
て
、
町
内
高

等
学
校
長
な
ど
も
委
員
と
す
る
評

議
員
会
に
諮
り
、
高
校
（
高
専
）

１
年
生
に
限
っ
て
は
、
年
額
12
万

円
の
支
給
に
改
め
る
べ
き
で
は
。 

教
育
長 

６
月
の
教
育
委
員
会
定

例
会
で
機
器
導
入
の
現
状
に
つ
い

て
報
告
を
し
、
７
月
の
評
議
員
会

で
委
員
で
あ
る
須
知
高
校
校
長
、

蒲
生
野
中
学
校
校
長
か
ら
も
学
習

端
末
の
購
入
に
係
る
負
担
軽
減
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
拡
充
施
策

と
し
て
、
本
年
度
か
ら
、
高
校
１

年
生
に
対
し
、
学
習
端
末
購
入
を

含
め
入
学
準
備
費
と
し
て
、
さ
ら

に
６
万
円
を
追
加
し
、
上
限
の
12

万
円
の
支
給
を
決
定
し
ま
し
た
。 

山
﨑
裕
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同
様
に
、
評
議
員
会

に
諮
り
、
す
で
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
機

器
を
活
用
し
た
教
育
が
始
ま
っ
て

い
る
現
高
校
（
高
専
）
１
年
生
の

育
英
生
に
つ
い
て
も
、
残
り
６
万

円
の
町
育
英
金
の
追
加
支
給
を
行 

 

裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い 

９
月
議
会
（
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
）
は
、
８
月
31
日
（
水
）
か
ら
９
月
22
日
（
木
）
ま
で
の
23
日
間
、

開
か
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
に
あ
た
っ
て
の
手
数
料
徴
収
条
例
の
改
正
、
７
月
３
日
（
日
）
の
局
地
的
豪
雨
災

害
復
旧
予
算
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
、
各
財
産
区
の
財
政
管
理
調
整
基
金
設
置
条
例
の
制
定
・
改
正
や
関
連

補
正
予
算
、
一
般
会
計
・
13
特
別
会
計
・
２
公
営
企
業
会
計
の
決
算
認
定
、
請
願
・
意
見
書
ほ
か
を
審
査
し
ま

し
た
。
な
お
、
審
議
の
概
要
お
よ
び
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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表
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い 

 
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

課
長 
追
加
支
給
に
向
け
た
手
続

き
の
説
明
を
行
い
、
支
給
事
務
を

進
め
て
お
り
、
９
月
中
に
振
込
を

行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

 

▼
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
室
と
の 

緊
密
な
連
携
を 

 

山
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プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
室
（
以
下
、
Ｐ
戦
略
室
）
と
し

て
、
強
く
意
識
し
て
い
る
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
。
実
施
済
み
事
業
の
評
価

お
よ
び
事
業
展
開
・
企
画
立
案
状

況
は
。
ま
た
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
へ

の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、
特

筆
す
べ
き
成
果
は
あ
っ
た
か
。 

町
長 

自
治
体
経
営
の
観
点
か
ら
、

観
光
、
移
住
、
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
、
市
場
競
争
分
野
に
お
け
る
外

需
の
獲
得
は
不
可
欠
な
状
況
で
す
。

全
町
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
、
４
月
に
商
工
観
光
課
内
に
Ｐ

戦
略
室
を
設
置
し
ま
し
た
。 

課
長 

日
常
的
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
、
町
民
向
け
の
情

報
発
信
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
移

住
・
創
業
・
観
光
と
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
も
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
職
員
採
用
に
向
け
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
ふ
る

さ
と
納
税
デ
ジ
タ
ル
広
告
の
活
用

な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、

新
規
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
手
ウ
ェ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、

検
索
サ
イ
ト
等
の
全
国
的
な
デ
ジ

タ
ル
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
、
地
元

紙
、
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
へ
の
記

事
掲
載
に
よ
る
広
告
効
果
も
実
感

を
し
て
い
ま
す
。
成
果
と
し
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
件
数
・
寄
附

額
と
も
に
、
前
年
同
期
比
30
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

山
﨑
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町
が
、
テ
レ
ビ
番
組

な
ど
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
際
の
事

前
告
知
（
告
知
し
て
、
よ
い
場
合
）

を
一
元
化
し
、
も
っ
と
積
極
的
に

広
報
・
発
信
し
て
い
く
べ
き
で
は
。 

課
長 

適
時
の
集
約
が
難
し
い
面

が
あ
り
、
一
元
的
な
効
果
的
発
信

と
な
り
得
て
い
な
い
状
況
で
す
。

今
後
は
体
制
を
整
備
し
、
部
課
間
、

関
係
各
所
と
の
連
携
を
図
り
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、

積
極
的
な
広
報
発
信
に
努
め
ま
す
。 

山
﨑
裕
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７
月
３
日
の
記
録
的

短
時
間
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
後
、

わ
ず
か
４
、
５
日
で
、
災
害
復
旧

支
援
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、

計
３
社
で
支
援
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

寄
附
受
付
を
開
始
し
た
。
起
案
か

ら
意
思
決
定
（
決
裁
）、
サ
イ
ト
開

設
ま
で
の
経
緯
は
。
ま
た
、
複
数

の
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
通
常
、
募

っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
と
の
相

違
点
、
寄
附
の
具
体
的
な
使
途
は
。 

課
長 

７
月
４
日
に
意
思
決
定
、

５
日
に
各
受
付
サ
イ
ト
へ
の
開
設

依
頼
を
行
い
、
審
査
が
終
了
し
た

７
日
よ
り
順
次
、
開
設
で
き
ま
し

た
。
通
常
の
ふ
る
さ
と
納
税
と
の

相
違
点
は
返
礼
を
行
わ
ず
、
災
害

復
旧
の
み
に
充
て
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ま
た
、
サ
イ
ト
利
用
料
等

も
無
料
で
す
。
寄
附
金
使
途
と
し

て
は
、
農
地
・
農
業
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
に
活
用
し
、
復
旧
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

７
月
１
日
に
町
の
政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
無
報
酬
・
非

常
勤
）
に
就
任
し
た
経
済
産
業
省 

官
僚
の
佐
藤
晋
太
郎
氏
は
、
タ
ウ

ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う

に
携
わ
っ
て
い
く
の
か
。 

副
町
長 

骨
格
と
な
る
戦
略
の
策

定
、
分
野
ご
と
に
訴
求
す
る
た
め

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
観
察
・
分
析
す

る
外
の
目
を
も
っ
た
優
秀
な
人
材

の
活
用
が
大
切
と
考
え
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
経
済
産
業
省
で
の
経
験

を
備
え
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
在
学
中

に
地
域
科
学
修
士
を
取
得
さ
れ
る

な
ど
、
戦
略
策
定
に
あ
た
り
、
最

適
な
人
材
で
あ
る
と
高
く
評
価
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
事
業
分

野
に
お
い
て
、
地
域
経
済
分
析
を

活
用
し
た
客
観
的
根
拠
に
も
と
づ

く
政
策
立
案
推
進
に
も
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
月
１

回
程
度
、
来
庁
い
た
だ
き
、
戦
略

策
定
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
だ
け

で
な
く
、
現
在
も
定
期
的
な
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
行
い
、
Ｐ
戦
略
室

と
の
連
携
を
進
め
て
お
り
、
成
果

創
出
に
向
け
た
貢
献
に
期
待
を
寄

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

山
﨑
裕
二 

Ｐ
戦
略
室
を
中
心
と

し
た
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
、
事
業
を
所
管
す
る
各
課

と
の
連
携
（
コ
ラ
ボ
）
が
き
わ
め

て
大
切
で
あ
る
。
各
課
と
Ｐ
戦
略

室
が
連
携
し
た
具
体
的
な
取
り
組

み
は
あ
る
か
。
そ
の
概
要
は
。 

課
長 

他
課
の
業
務
と
タ
ウ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
適
宜
、
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
町
職
員
募
集
要
項

に
添
付
す
る
新
人
職
員
の
横
顔
と

と
も
に
紹
介
す
る
町
の
仕
事
の
や

り
が
い
の
普
及
に
関
係
す
る
資
料

の
作
成
（
総
務
課
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
推
進
体
操
の

考
案
・
発
信
（
健
康
推
進
課
）
も

行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
移
住
促

進
の
た
め
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
運
営
（
企
画
情
報
課
）
ほ
か
、

部
課
を
横
断
し
た
取
り
組
み
を
順

次
、
進
め
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

新
規
事
業
展
開
な
ど

に
お
い
て
、
各
課
と
Ｐ
戦
略
室
と

の
有
機
的
か
つ
横
断
的
な
共
有
を

習
慣
化
し
て
い
く
べ
き
で
は
。 

町
長 

今
後
、
新
規
事
業
展
開
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
た

め
の
基
盤
と
な
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
の
策
定
に
向
け
て
、
各
課

単
位
に
捉
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
横

断
的
な
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
構
築
を
検
討
し
て
お
り
、
Ｐ

戦
略
室
と
各
課
と
の
有
機
的
か
つ

横
断
的
な
情
報
の
共
有
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

町
内
外
へ
の
タ
ウ
ン

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
か
か
る
多
面

的
な
情
報
発
信
に
よ
っ
て
、
相
乗

効
果
の
発
揮
が
大
い
に
期
待
で
き

る
。
新
規
事
業
展
開
な
ど
と
並
行

し
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
を
一
体
的

に
行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

町
長 

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
情
報

発
信
の
有
益
な
手
段
の
ひ
と
つ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
事
業
成
果
を

高
め
る
効
果
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

関
係
課
と
の
連
携
を
図
り
、
Ｐ
戦

略
室
が
取
り
扱
う
メ
デ
ィ
ア
へ
の

情
報
提
供
、
い
わ
ゆ
る
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
体
制
の
確
保
に
よ
り
、
ス
ピ

ー
ド
感
の
あ
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

昨
年
８
月
に
着
任
し

た
木
下 

弱
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
活
動
実
績
、
２
年
目
の
活
動

予
定
お
よ
び
抱
負
は
。 

副
町
長 

具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
、
観
光
特
産
品
情
報
の
発
信
や

定
期
的
な
お
笑
い
ラ
イ
ブ
の
開
催
、

自
ら
が
暮
ら
す
古
民
家
の
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
、
お
笑
い
芸
人
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
都
会
か
ら
の
移
住

者
の
視
点
で
の
町
の
魅
力
発
信
に

も
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
最
近
は
各
課
や
町
内
各
機
関

と
の
連
携
も
積
極
的
に
進
ん
で
お

り
、
２
年
目
も
、
地
域
住
民
と
交

流
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
全
体
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

例
え
ば
、
町
内
に
在

住
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
な
ど
の
活
動
を
支
援
す
る
人

物
応
援
型
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
（
以
下
、
Ｃ
Ｆ
）
を
募
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
征
や
創
作
に

か
か
る
費
用
な
ど
の
手
助
け
が
可

能
に
な
る
と
と
も
に
、
人
物
を
通

じ
て
、
支
援
い
た
だ
い
た
方
と
町

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
深
め

ら
れ
、
継
続
的
な
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
も
な
る

と
思
慮
す
る
。
町
と
縁
の
あ
る
人

物
を
応
援
す
る
Ｃ
Ｆ
を
企
画
し
、

実
施
し
て
は
ど
う
か
。 

課
長 

人
物
を
通
じ
た
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
構
築
や
継
続
的
な
フ

ァ
ン
獲
得
は
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
実
施

の
可
能
性
、
費
用
対
効
果
、
そ
の

他
の
方
法
論
の
調
査
研
究
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

山
﨑
裕
二 

関
東
地
方
や
東
海
地

方
、
さ
ら
に
は
、
和
歌
山
県
高
野

町
を
皮
切
り
と
し
た
関
西
地
方
に

お
い
て
も
、
観
光
客
な
ど
が
、
そ

の
場
で
ふ
る
さ
と
納
税
で
き
、
同

時
に
、
返
礼
品
を
受
け
取
れ
る
自

動
販
売
機
（
以
下
、
ふ
る
さ
と
納

税 

自
販
機
）
の
設
置
が
相
次
い
で

い
る
。
デ
ジ
タ
ル
と
リ
ア
ル
の
融

合
に
よ
り
、
物
理
的
・
心
理
的
ハ

ー
ド
ル
が
低
く
な
り
、
町
を
訪
れ

た
方
な
ど
か
ら
の
寄
附
の
裾
野
が

拡
が
る
と
予
測
す
る
。
例
え
ば
、

道
の
駅
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
に
、
順

次
、
ふ
る
さ
と
納
税 

自
販
機
の
設

置
な
ど
、
店
舗
型
ふ
る
さ
と
納
税

を
進
め
て
は
ど
う
か
。 

町
長 

返
礼
品
を
そ
の
場
で
受
け

取
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税 

自
販
機

の
設
置
が
全
国
的
に
拡
が
っ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
自
販
機
本
体
の
設
置
に
は

至
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
町
を
訪

れ
た
方
に
、
そ
の
場
で
寄
附
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
返
礼

品
を
受
け
取
れ
る
店
舗
型
ふ
る
さ

と
納
税
の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
９

月
下
旬
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

店舗型ふるさと納税 味夢の里で 9 月 23 日開始 


